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r公平と平等』の新市政を展開

　
岡
崎
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
三
月
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
に

杓
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
中
根
市
長
は
、
市
政
の
基
本
方
針
と
一
般
会
計
四
百
十
四

億
九
千
七
百
万
円
な
ど
三
会
計
総
額
七
百
八
十
三
億
一
千
百
八
十
二
万
円
に
の
ぼ
る

昭
和
五
十
六
年
度
当
初
予
算
案
の
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
こ
の
中
で
「
信
頼
と
調
和
Ｌ
、
「
公
平
と
平
等
Ｌ
の
理
念
を
強
調
す
る
と

と
も
に
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
、
文
化
教
育
・
レ
ジ
ャ
ー

体
育
の
二
大
ゾ
ー
ン
構
想
、
未
給
水
区
域
の
解
消
、
工
事
入
札
制
度
の
改
革
、
行
政

機
構
改
革
、
住
民
自
治
、
単
独
市
費
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
予
算
は
、
市
長
と
し

て
の
私
の
政
治
理
念
で
あ
る
「
信
頼
と
調

和
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
公
平
と
平
等
」
の

原
則
に
立
っ
て
○
夢
と
希
望
に
満
ち
た
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
　
＠
豊
か
な
人
づ
く
り

と
薫
り
高
い
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
　
＠
快

適
で
安
全
な
庄
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
　
○

活
力
と
調
和
に
富
ん
だ
産
業
の
ま
ち
づ
く

り
　
＠
明
日
の
都
市
を
創
造
す
る
ま
ち
づ

く
り
Ｉ
の
五
つ
の
重
点
施
策
を
盛
り
込
み

編
成
し
た
初
め
て
の
予
算
案
で
す
。
こ
れ

ら
の
施
策
と
私
の
所
信
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
二
、
三
点
基
本
的
な
問

題
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

　
第
一
点
は
、
本
市
に
と
っ
て
二
十
一
世

紀
へ
の
新
た
な
時
代
へ
の
胎
動
と
も
い
え

る
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
俳
恕
の
推
進
で
す
。

　
先
に
通
産
省
は
、
や
が
て
訪
れ
る
本
格

的
な
電
子
技
術
時
代
へ
の
移
行
に
先
が
け
、

人
口
二
十
万
か
ら
三
ト
万
人
の
地
方
都
市

の
近
郊
に
半
導
体
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
先
端
技
術
産
業
を
誘
致
し
、
こ
れ
ら
産

業
と
関
連
す
る
大
学
、
研
究
機
関
と
そ
こ

に
圀
く
人
々
の
庄
居
も
建
設
す
る
産
、
学
、

住
を
一
体
と
し
た
人
口
五
万
人
程
度
の
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
随
恕
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
。
こ
の
随
恕
は
全
国
で
五
力

所
程
度
の
調
査
が
予
定
さ
れ
、
激
し
い
誘

致
巡
動
か
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
幸
い

愛
知
県
は
県
独
自
で
こ
の
随
恕
を
進
め
、

そ
の
建
設
予
定
地
と
し
て
当
西
三
河
地
域

も
そ
の
候
補
地
と
し
て
新
年
度
か
ら
調
査

研
究
に
入
る
こ
と
と
し
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
構
恕
に
よ
る
と
、
五
ト
か
ら
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
Ｌ
地
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
地

区
（
工
業
地
帯
）
、
ア
カ
デ
ミ
ー
地
区
（
研

究
機
関
地
帯
）
、
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
地
区

　
（
居
住
区
）
の
三
地
区
を
設
け
、
産
業
と

し
て
は
Ｉ
Ｃ
関
係
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

宇
宙
開
発
機
器
な
ど
高
度
な
技
術
と
付
価

価
匝
の
高
い
製
品
を
生
み
出
す
企
業
の
誘

致
が
見
込
車
れ
て
お
り
、
本
市
の
産
業
は

一
屑
の
帽
広
さ
を
増
す
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
構
恕

の
受
入
れ
休
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
偵

極
的
な
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
二
大
ゾ
ー
ン
構
想

　
私
か
提
唱
さ
せ
て
い
た
だ
き
。
現
在
部

内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
鋭
意
検
討

を
急
い
で
い
る
ほ
物
館
、
教
育
セ
ン
タ
ー
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
を
含
む
文
化
教
育

ゾ
ー
ン
、
公
式
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

武
道
場
、
動
物
園
、
植
物
園
な
ど
を
含
む

レ
ジ
ャ
ー
体
育
ゾ
ー
ン
の
二
大
ゾ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
堪
本
的
な
計
画
が
立
案
で

き
た
段
階
で
議
会
に
諮
る
と
と
も
に
、
市

民
の
ご
意
見
、
ご
要
望
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
し

ん
酌
し
て
、
ご
賛
同
を
得
た
う
え
で
逐
次

実
施
に
侈
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
未
給
水
区
域
の
解
消

　
本
市
の
水
道
は
、
昭
和
四
ト
六
年
か
ら

第
三
期
拡
恨
浙
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
事
業
が
終
わ
る
段
階
で
は
、
全
巾
域
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の
う
ち
東
北
山
問
部
七
十
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
区
域
に
お
住
み
の
か
た
が
た
に
は
、

水
道
の
恩
恵
に
浴
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

明
年
度
中
に
は
、
第
四
期
拡
張
事
業
の
認

可
申
請
の
手
続
き
を
済
ま
せ
、
五
十
七
年

度
か
ら
八
ヵ
年
計
画
で
総
額
三
十
八
億
円

を
投
じ
未
給
水
区
域
の
解
消
を
は
か
る
た

め
全
力
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
杉
、
大
柳
、
古
部
な
ど
の
八
力
町
に

つ
い
て
は
、
別
途
農
業
サ
イ
ド
か
ら
飲
料

水
を
も
考
慮
し
た
集
落
用
水
対
策
事
業
に

つ
い
て
訓
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、

こ
れ
に
よ
り
全
市
域
に
わ
た
る
綸
水
休
制

が
確
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
行
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
五
十
五
年
度
ま
で

の
四
ヵ
年
の
財
政
収
支
計
画
に
よ
り
算
定

７
　
θ
0
1
9
7
4
7
3
0
7
8
2
6
8
0
2

度
％
　
・
・
・
’
・
　
・
　
・
　
・
　
・
・
・
　
’
・
・
・

　
ヒ
0
5
0
1
6
8
1
5
2
6
0
4
8
0
6

　
J
卜
″
0
0
1
0
5
3
8
0
0
0
9
2
4
0
0

年
初
1
1
1
1
　
1
　
1
1
1
　
1
1
1
1

5
5
当

◆一般会計歳出

　　　（千円）

　　328.834

　3,988.932

10.247.959

　2.798,481

　　172,521

　　914,430

　1,547,550

　8.659.156

　1,433,621

　8.888.711

　　　12,381

　2.467,493

　　　6.931

　　　30,000

41.497.000

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
砂
金
費

　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
旧
　
出

会
務
生
生
働
　
工
木
防
育
復
債
　
備

　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
　
　
害
　
支

議
総
民
衛
労
農
商
土
消
教
災
公
諸
予

計合

｜

し
た
も
の
で
す
が
、
今
日
の
長
期
展
望
の

中
で
、
資
材
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
増
高
、

建
設
の
た
め
の
起
債
の
元
利
償
還
金
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら

向
こ
う
四
ヵ
年
の
財
政
収
支
計
画
を
た
て

た
結
果
、
料
金
を
改
定
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
財
政
収
支
計
画
の
中
に
は
、
未
給

水
区
域
解
消
の
た
め
の
第
四
期
拡
張
計
画

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
水
道
利

用
者
へ
の
配
慮
か
ら
特
に
一
般
会
計
か
ら

水
道
事
業
会
計
へ
の
相
当
額
の
出
資
に
よ

る
財
源
を
補
て
ん
し
。
極
力
値
上
げ
幅
の

抑
制
を
し
て
い
ま
す
こ
と
も
合
わ
せ
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
入
札
制
度
・
行
政
機
構
の
改
革

　
次
に
工
事
入
札
制
度
の
改
革
で
す
が
、

心
機
一
転
す
る
新
年
度
か
ら
地
元
産
業
の

育
成
と
い
う
こ
と
も
じ
ゅ
う
ぷ
ん
配
慮
し

た
岡
崎
方
式
と
も
い
う
べ
き
独
自
の
一
般

競
争
入
札
を
土
木
、
建
築
、
電
気
、
管
工

事
に
つ
い
て
実
施
し
、
入
札
参
加
の
公
平
、

平
等
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
入
札
執
行
状
況
の
一
般
公
開
な
ど
、

全
国
で
も
異
例
の
思
い
切
っ
た
改
革
の
内

容
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
機
構
の
改
革
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
、
市
民
サ
イ

ド
の
発
想
か
ら
市
民
生
活
に
か
か
わ
り
合

-二
－　でA.･・it!
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い
の
深
い
事
務
を
総
括
し
た
市
民
一

設
す
る
一
方
．
行
政
管
理
の
適
正
‥

い
て
は
．
行
政
経
費
の
節
減
と
合
・

岡崎市議会３月定例会

お花蔀●7ｓｒヅ
せにを
｀つ新

行
政
の
執
行
状
況
、
行
政
効
果
に
つ
い
て

も
徹
底
し
た
評
価
を
行
う
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
行
政
監
察

室
を
創
設
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
住
民
自
治

　
私
は
総
代
業
務
の
重
要
性
、
市
政
に
対

す
る
ご
協
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
感
謝
し
て
い
ま
す
が
。
市
の
事

務
の
押
し
つ
け
、
そ
の
数
量
、
行
政
と
の

結
び
つ
き
な
ど
市
と
し
て
も
反
省
し
検
討

す
べ
き
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
部
内

に
お
い
て
も
、
事
務
量
の
軽
減
を
前
提
と

し
て
総
代
事
務
研
究
会
を
設
け
、
検
討
を



４

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
は
委

託
事
務
の
範
囲
と
委
託
料
の
額
を
あ
ら
か

じ
め
明
示
し
て
協
議
し
た
結
果
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
の
執
行
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
総
代
会
の
白
立
性
を
高
め
て

い
た
だ
く
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
、
幸
い
、
総
代
会
に
お
か
れ
て
も

三
十
八
学
区
会
長
で
構
成
さ
れ
て
い
た
連

絡
協
議
会
を
、
全
町
総
代
の
も
の
に
改
編

す
る
よ
う
調
査
研
究
を
重
ね
て
お
ら
れ
、

総
代
会
組
織
の
明
確
化
と
自
己
負
担
金
の

導
入
に
よ
り
自
主
的
運
営
が
確
立
さ
れ
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
単
独
市
費
補
助
金
の
見
直
し

　
昭
和
五
十
六
年
度
予
算
を
編
成
す
る
に

当
た
っ
て
、
特
に
今
回
、
歳
出
の
節
減
、

合
理
化
、
行
政
事
務
の
見
直
し
の
一
環
と

し
て
、
単
独
市
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
旧

来
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
徹
底

し
た
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
た
だ
、
見
直
し
と
い
っ
て
も
無
や
み
に

ナ
タ
を
振
う
も
の
で
な
く
、
事
業
内
容
、

効
果
を
調
査
し
新
し
い
視
点
か
ら
真
に
公

益
上
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
助

成
奨
励
を
惜
し
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
五
十
六
年
度
に
限
り
激
変
緩
和

の
た
め
の
経
過
措
置
を
講
じ
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
て
単
年

度
事
業
費
補
助
金
も
加
え
二
十
件
を
廃
止

し
、
類
似
し
た
補
助
金
七
件
を
統
合
す
る

反
面
、
新
規
施
策
と
し
て
十
四
件
の
補
助

金
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
補
助

金
の
見
直
し
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
編
成
さ
れ
た
昭
和
五

十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に

比
べ
二
十
四
億
九
百
万
円
増
の
四
百
十
四

億
九
千
七
百
万
円
で
、
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
の
伸
び
と
な
り
、
特
別
会
計
の
総
体
で

は
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
二
百
七
十
二

億
七
千
四
百
三
十
五
万
二
千
円
、
企
業
会

計
で
は
、
十
七
・
四
八
－
セ
ン
ト
増
の
九

十
五
億
四
千
四
十
六
万
九
千
円
と
な
り
、

こ
れ
ら
の
三
会
計
を
合
算
し
た
総
額
で
は

七
百
八
十
三
憶
一
千
百
八
十
二
万
一
千
円

と
な
り
、
対
前
年
度
当
初
比
で
は
八
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
前
年
度
の
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の

伸
び
を
わ
ず
か
な
が
ら
上
回
り
ま
し
た
。

国
際
障
害
者
年
に

当
た
り
記
念
事
業

●
民
　
生
　
費

　
本
年
は
昭
和
五
十
一
年
の
第
三
十
一
回

国
連
総
会
で
決
議
さ
れ
た
国
際
障
害
者
年

で
あ
り
、
本
市
も
障
害
を
も
つ
人
々
の
社

会
へ
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
メ
ー
ン

テ
ー
マ
の
も
と
、
障
害
者
の
さ
さ
や
か
な

声
ま
で
も
行
政
に
反
映
し
、
さ
ら
に
広
く

市
民
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
ど
、
お
祭
り
的

行
事
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
地
道
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
と
し
て
、
テ
ー
マ
塔
の
設
就
、

福
祉
大
会
、
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
作

品
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
。
こ

の
運
動
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
雇
用
、
施
設
面

な
ど
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
長
期
的
な
展
望
の

も
と
に
計
画
し
、
実
行
に
移
す
た
め
の
「
国

際
障
害
者
年
岡
崎
市
推
進
連
絡
協
議
会
」

を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

・≫，-＿？　　Ｓ
軸

･

　　　　　　　　　　　　　　ぺら

身体障害者センター友愛の家｢機能回復馴練｣

　
ま
た
、
精
神
薄
弱
児
療
育
セ
ン
タ
ー
若

葉
学
園
で
は
児
童
を
保
護
者
の
も
と
か
ら

通
わ
せ
、
白
立
に
必
要
な
知
識
技
能
の
修

得
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
障
害
児

用
に
改
装
し
た
通
園
バ
ス
を
購
入
し
、
通
園

療
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

　
老
人
福
祉
で
は
、
老
人
セ
ン
タ
ー
清
楽

荘
の
駐
車
場
整
備
、
各
種
相
談
、
老
人
教

養
講
座
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
を

は
じ
め
、
老
人
の
生
き
が
い
対
策
の
一
環

と
し
て
就
労
あ
っ
せ
ん
事
業
、
高
齢
者
能

力
活
用
推
進
事
業
に
対
す
る
助
成
な
ど
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
老

人
無
料
入
浴
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
回
寿

手
帳
の
更
新
に
際
し
、
利
用
者
の
利
便
を

図
る
た
め
三
ヵ
年
分
の
入
浴
券
を
刷
り
込

み
、
新
し
い
方
式
に
改
め
、
六
月
か
ら
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
老
人
医
療
扶
助
費
に

つ
い
て
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り

老
人
と
六
十
八
歳
以
上
の
老
人
一
万
四
千

二
百
九
十
四
人
を
対
象
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
医
療
費
の
Ｉ
〇
八
－
セ
ン
ト

ア
ッ
プ
を
見
込
み
、
十
一
億
六
千
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
関
係
で
は
、
老
朽
化
の
は
な

は
だ
し
い
大
樹
寺
保
育
園
を
鉄
筋
二
階
建

て
の
近
代
的
な
園
舎
に
改
築
し
、
既
設
の

保
育
園
に
つ
い
て
も
床
の
張
り
替
え
、
屋

根
の
塗
装
な
ど
施
設
の
改
善
を
図
っ
て
い

く
た
め
の
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
の
公
私
格
差
是
正
の
た
め
私
立

保
育
園
に
対
す
る
大
幅
な
助
成
を
は
じ
め
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現
在
公
私
立
合
わ
せ
十
一
園
で
実
施
し
て

い
る
時
間
外
託
児
事
業
に
つ
い
て
も
、
保

護
者
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
定
員

増
を
図
る
な
ど
児
童
の
健
全
な
育
成
に
つ

と
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
元
が
造
成
す
る
子
ど
も
広
場
の
遊
具

に
つ
い
て
は
、
今
後
は
全
額
市
費
で
設
置

す
る
と
と
も
に
、
既
設
の
遊
具
の
修
繕
に

つ
い
て
も
小
営
繕
的
な
も
の
を
除
き
市
費

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
母
子
福
祉
で
は
。
母
子
家
庭
の
み
の
小

中
学
校
進
入
学
児
童
生
徒
に
対
し
県
か
ら

祝
品
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
両
親
の

な
い
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
児
童
、
生
徒

に
つ
い
て
は
今
後
市
単
独
で
祝
品
を
贈
り
、

恵
ま
れ
な
い
児
童
に
対
す
る
施
策
の
平
等

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

過
小
校
の
施
設
整
備

●
教
　
育
　
費

　
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、
特
に

遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
過
小
校
に
つ
い
て
は
、

校
舎
の
面
積
、
屋
内
運
動
場
プ
ー
ル
も
児

童
生
徒
数
に
適
し
た
小
規
模
校
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
小
学
校
で
は
恵
田
小
学
校
は
じ

め
六
校
、
中
学
校
で
は
南
中
学
校
は
じ
め

五
校
の
校
舎
の
増
改
築
に
十
九
億
一
千
五

百
万
円
の
建
設
費
を
計
上
し
、
屋
内
運
動

｜

｜

場
で
は
常
磐
南
、
福
岡
小
学
校
、
矢
作
北

中
学
校
に
四
位
四
千
六
百
万
円
を
投
じ
建

設
し
ま
す
が
、
特
に
矢
作
北
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
土
地
の
有
効
利
用
を
配
慮
し
。

一
階
を
武
道
場
に
、
二
階
を
屋
内
運
動
場

と
し
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
未
給
水
区

域
内
に
あ
る
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
も
、

独
自
の
水
源
を
求
め
つ
つ
プ
ー
ル
本
体
も

効
率
的
な
組
立
式
に
変
更
し
、
五
十
六
年

度
は
未
設
置
校
六
校
の
う
ち
三
校
に
建
設

す
る
ほ
か
、
給
水
区
域
内
の
一
校
と
低
学

年
用
プ
ー
ル
ー
佼
を
併
せ
五
校
の
建
設
に

三
位
六
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
関
係
で
は
、
五
十
ヒ
年
四
月

｛

t　　･．

・i^

プール建設（常磐小）

｜

稼
動
を
め
ざ
し
、
六
ツ
美
地
区
へ
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
た
め
。
五
億
五
千
四

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
関
係
で
は
、
青
少
年
教
育
の

た
め
に
市
民
教
養
講
座
、
青
年
学
級
な
ど

を
開
設
し
、
第
三
回
を
迎
え
る
岡
崎
市
民

音
楽
祭
で
は
、
市
民
会
館
で
ベ
ル
リ
ン
少

年
少
女
吹
奏
楽
団
を
招
く
な
ど
、
市
民
文

化
の
向
上
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
重
度
し
体
不
自
由
者
に

　
　
図
書
の
郵
送
貸
し
出
し

　
図
書
館
で
は
、
図
書
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
移
動
図
書
館
車
二
台
目
の
配
備

を
は
じ
め
、
国
際
障
害
者
年
に
ち
な
み
し

体
の
不
自
由
な
か
た
に
図
書
の
郵
送
に
よ

る
貸
し
出
し
、
目
の
不
白
由
な
か
た
に
声

の
図
書
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
備
え
付
け
、

視
力
の
弱
い
か
た
に
大
活
字
図
書
の
整
備

を
図
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
十
五
年
度
に
完
成
す
る
三
学

区
の
公
民
館
に
続
き
、
五
十
六
年
度
は
五

館
を
建
設
す
る
た
め
三
億
二
千
八
百
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
体
育
関
係
で
は
、
地
区
体
育
館
と
し
て

建
設
し
た
矢
作
体
育
館
の
管
理
運
営
に
要

す
る
経
費
を
は
じ
め
、
岩
津
運
動
広
場
の

整
備
の
ほ
か
、
学
校
施
設
開
放
な
ど
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

祝
日
の
ご
み
収
集

●
衛
　
生
　
費

　
清
掃
事
業
で
は
、
引
き
続
き
資
源
の
再

利
用
と
ご
み
減
量
運
動
の
推
進
、
机
大
ご

み
再
利
用
展
示
会
の
開
催
、
ご
み
収
集
作

業
を
祝
口
に
実
施
す
る
な
ど
、
清
潔
で
美

し
い
町
づ
く
り
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

　
し
尿
処
理
施
設
で
は
、
継
続
事
業
と
し

て
、
五
十
五
年
度
に
引
き
続
き
排
水
処
理

施
設
を
増
設
し
、
排
水
処
理
に
万
全
を
期

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
労
　
働
　
費

　
四
月
か
ら
未
組
織
労
働
者
の
福
利
厚
生

を
図
る
た
め
、
勤
労
者
福
祉
共
済
会
を
発

足
さ
せ
、
共
済
給
付
、
共
済
会
主
催
事
業
、

購
買
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
い
ま
す
が
、
特

に
厚
生
資
金
貸
し
付
け
の
融
資
制
度
を
も

う
け
、
住
宅
、
生
活
資
金
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
金
融
機
関
に
対
す
る
預
託
金
も

計
上
し
ま
し
た
。

農
業
基
盤
整
備
を
は
か
る

●
農
林
業
費

　
農
産
園
芸
関
係
で
は
、
新
規
の
施
設
野

菜
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
は
じ
め
水
田
利

用
再
編
対
策
、
イ
ネ
ミ
ズ
ソ
ウ
ム
シ
特
別



　
　
防
除
対
策
に
対
す
る
助
成
を
講
じ
、
ま
た
、

一
　
野
菜
、
花
き
、
果
樹
園
芸
農
家
の
経
営
安

　
６
定
を
図
る
た
め
の
生
産
合
理
化
、
出
荷
体

　
　
制
の
改
善
対
策
を
推
進
し
て
μ
き
ま
す
。

　
　
　
農
業
構
造
改
善
事
業
に
つ
い
て
は
、
国

　
　
土
庁
へ
働
き
か
け
、
ほ
場
、
用
排
水
路
整

　
　
備
、
集
落
内
生
活
道
路
整
備
、
飲
雑
用
水

　
　
施
設
、
集
落
環
境
管
理
施
設
な
ど
、
総
括

　
　
し
た
農
村
総
合
整
備
計
画
を
進
め
て
い
く

　
　
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
の
経
費
を

　
　
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
松
く
い
虫
防

　
　
除
対
策
と
し
て
、
薬
剤
空
中
散
布
、
立
木

　
　
駆
除
の
所
要
経
費
を
計
上
し
、
今
回
新
規

　
　
の
対
策
と
し
て
、
被
害
跡
地
の
復
旧
の
た

　
　
め
林
種
を
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
に
代
え
て
積
極

　
　
的
な
造
林
を
進
め
る
た
め
の
助
成
措
置
を

　
　
講
ず
る
と
と
も
に
、
ヒ
ラ
タ
ヶ
な
ど
新
林

松くい虫被書木焼却駆除

産
物
の
生
産
育
成
の
た
め
の
助
成
も
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
営
事
業
と
し
て
実
施
中
の
湛
（
た
ん
）

水
防
除
事
業
二
地
区
、
水
質
障
害
対
策
事

業
三
地
区
、
た
め
池
整
備
事
業
一
地
区
の

ほ
か
、
新
規
県
営
事
業
あ
る
い
は
団
体
営

事
業
の
調
査
設
計
な
ど
、
市
所
要
の
負
担

金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
単
県
土
地
改
良
事
業
と
し
て
は
。

用
水
路
改
良
、
農
道
舗
装
な
ど
十
六
ヵ
所

に
五
千
五
百
万
円
を
計
上
し
、
単
独
市
費

の
農
業
用
施
設
新
設
改
良
工
事
で
は
、
用

水
路
改
良
な
ど
七
十
七
ヵ
所
に
前
年
度
よ

り
七
六
八
Ｉ
セ
ン
ト
増
の
一
億
三
千
七
百

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

●
商
　
工
　
費

　
商
工
団
体
に
対
す
る
店
舗
改
装
な
ど
、

共
同
施
設
の
設
置
に
対
す
る
助
成
を
は
じ

め
、
新
た
に
中
小
企
業
者
が
新
製
品
を
開

発
す
る
た
め
の
助
成
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
者
の
金
融
対
策
と
し
て
、
頂

託
額
を
増
額
し
、
融
資
わ
く
を
広
げ
る
と
と

も
に
借
入
期
閻
の
延
長
を
す
る
な
ど
、
利

川
者
の
便
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
か
ら
家
康
行
列
の
参
加
者
を
広
く

一
般
か
ら
公
募
し
、
装
い
も
新
た
な
家
康

公
と
三
河
武
士
の
行
列
に
改
め
、
ま
つ
り

の
ム
ー
ド
を
一
層
華
や
か
な
も
の
と
し
て

｜

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
は
、
三
ヵ

年
継
続
事
業
の
最
終
年
度
と
し
て
展
示
品

の
製
作
な
ど
内
部
の
整
備
に
か
か
り
ま
す

が
、
岡
崎
城
と
の
相
関
性
を
考
え
、
家
康

公
及
び
三
河
武
士
の
ふ
る
さ
と
岡
崎
と
し

て
、
広
域
観
光
の
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
間
住
宅
の
建
設
促
進

●
土
　
木
　
費

　
橋
り
よ
う
関
係
で
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
債
を
通
常
の

ベ
ー
ス
に
六
億
円
を
上
積
み
し
、
国
県
対

象
路
線
と
し
て
箱
柳
岩
中
線
を
は
じ
め
六

路
線
、
単
市
工
事
と
し
て
十
六
路
線
の
改

良
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
舗
装
の
新
設

は
、
十
八
万
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定

し
、
舗
装
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
道
路
用
地
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
よ
り
地
方
的
幹
線
道
路
網
を
構
成
す
る

市
道
で
、
主
要
公
益
的
な
施
設
な
ど
に
連

絡
し
、
特
に
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
基
準
を
設
け
買
収
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
街
路
灯
は
、
従
来
の
地
元
負
担
を
廃
止

し
、
地
元
設
置
の
街
路
灯
の
改
良
に
対
し

て
も
助
成
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
百
々
町
は
じ
め
二
ヵ
所
に
防
災

活
動
堪
地
を
建
設
し
、
災
害
時
に
機
動
的

に
対
処
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
と
し
て
は
、
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
と
事
故
防
止
の
徹
底
を
強
く

訴
え
て
い
く
と
と
も
に
、
緊
急
交
通
安
全

対
策
事
業
で
は
、
交
通
弱
者
保
護
の
た
め

歩
道
設
置
、
防
護
さ
く
、
通
学
路
舗
装
、

交
差
点
改
良
な
ど
に
必
要
な
経
費
と
し
て

四
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
増
の
二
億
七
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
憩
の
場
で
あ
る
公
園
に
つ
い
て

は
、
南
公
園
な
ど
十
八
ヵ
所
の
施
設
整
備

と
梅
園
公
園
な
ど
五
ヵ
所
の
用
地
取
得
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
な
お
。
都
市
緑
化
の
新
し
い
方
向
と
し

て
、
民
間
の
生
垣
設
置
を
推
進
す
る
た
め

の
助
成
と
、
街
路
樹
の
維
持
管
理
を
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
願
い
す
る
た

め
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
第
三
期
の
仮
換
地
と
し
て
若
松
、

針
崎
地
区
こ
∵
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
指

定
す
る
と
と
も
に
、
第
一
こ
一
期
指
定
区

域
内
の
区
画
道
路
の
築
造
、
建
築
物
等
の

移
転
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
国
庫
補
助

事
業
五
億
一
千
万
円
を
含
め
、
事
業
費
十

億
七
千
六
百
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
都
市
下
水
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
急

速
に
都
市
化
の
進
ん
だ
早
川
流
域
の
低
地
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部
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
浸
水
被
害
を
排
除

す
る
た
め
の
大
門
ポ
ン
プ
場
が
完
成
し
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
、
五
十
六
年
度
か
ら
八

帖
ポ
ン
プ
場
に
海
陸
三
・
五
ト
ン
の
ポ
ン

プ
二
台
を
川
設
す
る
た
め
の
工
事
費
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
仁
木

団
地
、
福
岡
団
地
、
荒
井
山
団
地
に
そ
れ

ぞ
れ
三
ト
戸
計
九
十
戸
を
建
設
す
る
ほ
か
、

既
設
市
営
住
宅
整
備
な
ど
の
経
費
を
見
込

み
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
住
宅
の
建
設
促

進
を
図
る
た
め
、
従
来
か
ら
の
勤
労
者
住

宅
、
宅
地
資
金
融
資
制
度
の
対
象
を
全
市

民
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
限
度
額
、
返
済

期
間
な
ど
融
資
制
度
の
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

起
震
車
を
購
入

●
消
　
防
　
費

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
五
十
五
年
度
に

建
設
の
消
防
署
南
部
出
張
所
を
分
響
に
格

上
げ
し
、
消
防
職
貝
を
増
貝
す
る
と
と
も

に
、
配
備
車
両
を
増
加
し
南
部
方
面
の
諸

災
害
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
海
地
震
説
に
備
え
、
備
薔
用
食
糧
、

飲
料
水
兼
用
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
耐
震
性

貯
水
そ
う
の
建
設
に
加
え
、
最
新
型
の
起

雲
車
を
購
入
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
試
乗

体
験
を
通
じ
て
、
地
震
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
を
充
実
す
る
た
め
、
婦
人
自
主
防
災

ク
ラ
ブ
の
結
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　　勿ノﾌﾞ

yﾓil

雇
暴
会
・
欺
．

liC

一|?ｙ？‘

踏ijl
地震体験（矢作南学区）

　
国
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
会
計

　
老
朽
化
し
た
浴
場
を
三
河
湾
が
展
望
で

き
る
場
所
へ
新
設
し
、
ロ
ビ
ー
、
食
堂
を

改
装
し
て
、
一
層
利
用
者
に
親
し
ま
れ
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
会
計

　
昭
和
五
十
六
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

五
次
下
水
道
幣
備
五
ヵ
年
計
画
に
基
づ
き
、

流
域
下
水
道
接
続
の
幹
線
管
き
よ
築
造
を

は
じ
め
、
雨
水
、
浸
水
対
策
の
而
的
整
備

を
図
る
た
め
、
国
庫
補
助
事
業
を
含
め
下

｜

水
道
建
設
費
で
ト
ー
億
し
ｒ
八
■
-
Ｃ
'
-
：
？
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
駐
車
場
事
業
会
計

　
既
設
公
共
眺
県
場
の
運
営
費
と
四
月
オ

ー
プ
ン
す
る
篭
田
公
園
地
下
駐
車
場
の
運

営
費
を
含
め
所
要
経
賞
を
計
Ｌ
し
ま
し
た
、

　
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

　
医
療
費
の
自
然
増
に
加
え
て
、
老
人
医

療
を
は
じ
め
鳥
額
療
養
費
の
負
担
金
等
保

険
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
、
予
算
規
咬
も

前
年
度
当
初
比
で
は
三
〇
・
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
増
の
六
十
八
億
五
百
万
円
と
な
り
、
一

般
会
計
か
ら
三
億
五
千
六
百
万
円
の
繰
り

入
れ
に
よ
り
、
国
保
会
計
の
健
全
性
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
‐
－
‐
‐
‐
‐
－
・

踏
棄
冷
茸

　
　
　
　
　
－

　
病
院
事
業
で
は
、
五
十
五
年
度
に
着
工

し
た
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
引
き

続
き
推
進
し
て
い
く
と
同
時
に
、
重
症
忠

者
の
総
合
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
医
療
機

器
の
導
入
お
よ
び
診
療
棟
の
改
修
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
前
年
度
当
初
比
で
二
九
・

六
八
Ｉ
セ
ン
ト
増
の
六
十
億
六
千
二
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

第
三
期
拡
張
事
業
の
残
工
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
が
、
主
要
な
拡
張
工
事
に
一
般
姓
設

改
良
工
事
と
経
常
経
費
を
合
わ
せ
、
三
十

四
億
七
千
七
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

昭
和
*
　
m
4

*

<
　
m
d
年
度

補あ

正
予
算

ら
　
ま

のし

　
三
川
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

は
、
一
般
会
計
三
位
四
千
町
二
ト
万
七
千

円
、
特
別
会
計
十
九
位
二
１
九
び
六
ト
ー

万
九
千
円
の
追
加
と
企
業
会
計
一
千
凡
百

十
六
万
九
千
円
の
減
額
で
こ
れ
に
よ
り
本

年
度
予
算
総
額
は
、
七
百
九
十
五
位
五
千

五
百
六
十
五
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
追
加
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
市
役
所
の
機
術
改
革
に
と
も
な
う
庁

舎
等
の
改
装
工
事
費
、
私
立
幼
稚
園
三
園

の
施
設
整
備
費
補
助
金
、
基
金
禎
立
金
と

し
て
市
民
球
場
建
設
基
金
に
五
位
円
の
ほ

か
、
五
十
六
年
度
以
降
の
財
源
訓
整
の
た

め
財
政
調
略
基
金
に
九
千
四
百
余
万
円
。

　
減
額
経
費
の
主
な
も
の
は
旧
民
年
金
印

紙
購
入
費
一
位
一
千
九
百
余
万
円
の
ほ
か

対
象
人
貝
の
減
少
に
よ
る
各
腫
手
＾
７
＼
、
工

事
関
係
の
契
約
差
金
な
ど
の
減
額
補
正
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、
各
事
業
会
計
と
も
事

業
址
の
増
減
に
よ
る
所
要
経
費
を
そ
れ
ぞ

れ
補
正
し
て
お
り
ま
す
。
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市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
教
育
の

場
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
学
習
や
集
会
、

ス
ポ
ー
ツ
等
に
ご
利
用
い
た
だ
く
ほ

か
、
快
適
な
「
地
域
づ
く
り
」
豊
か

な
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
市
民
の
か
た
が
た
の
身
近
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
。
行

政
の
支
所
業
務
を
併
せ
て
行
う
複
合

施
設
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
各
睡
の
活
動
の
場
と

し
て
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、
ク
ル
ー

７
、
又
は
個
人
で
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

・
建
設
の
目
的

　
社
会
教
育
（
生
涯
教
育
）
の
機
会

と
場
所
を
提
供
し
、
吐
会
福
祉
の
増

巡
等
の
ほ
か
、
豊
か
な
地
域
社
会
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
支

所
業
務
の
合
理
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
建
設
し
た

も
の
で
す
。

る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

叩
民
セ
ン
タ
ー

四
月
二
十
日
オ
ー
プ
ン

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
　
容
5
1
ｊ
1
５
７
９

養
施
設
の
あ
ら
ま
し

‐
建
設
場
所

　
　
岡
崎
市
羽
眼
町
字
南
乾
地
七

　
番
地
二
（
現
岡
崎
支
所
西
隣
）

口
敷
地
面
倣

　
　
三
、
八
一
四
・
二
六
㎡
（
約

　
一
、
一
五
三
・
八
一
坪
）

［
建
物
の
構
造

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
二

　
階
建

回
建
物
延
面
積
（
本
休
建
物
）

　
　
一
、
一
七
三
・
九
〇
㎡
（
約

　
三
五
五
・
一
〇
坪
）

　
●
一
階
　
支
所
…
事
務
室
、
待

　
合
室
　
公
民
館
・
：
談
話
室
兼
図

　
書
室
、
相
談
室
、
老
人
室
、
婦
人

　
学
習
室
、
事
務
室
等

　
●
二
階
　
公
民
館
…
集
会
室
兼

　
体
育
室
、
講
習
室
、
会
議
室
、

　
和
室
等

囚
附
属
設
備

　
図
　
自
転
車
置
場
・
：
二
〇
・
三

　
　
四
㎡
（
鉄
骨
造
　
平
屋
建
）

｜

｜

ｲj(ウ)

駐
車
場
・
：
五
八
台
収
容

国
旗
掲
揚
塔
…
一
基

　
　
　
　
（
三
本
掲
揚
）

午前９時～
　午後４時

　一般参観日

４月16日(木)・17日廟

　　　【1　　　　階】

案　内　図し
Ｖ
べ階】【２
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●
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エレさ二乙

出□

　
辰
近
増
々
交
通
安
全
を
願
っ
て
の

規
制
が
厳
し
く
な
り
、
当
市
に
お
い

て
も
駐
車
難
は
、
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
通

事
情
の
緩
和
を
は
か
る
と
と
も
に
地

域
発
展
の
た
め
、
昭
和
五
十
四
年
、

五
十
五
年
度
の
継
続
事
業
で
篭
田
公

園
地
下
駐
車
場
の
建
設
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
四
月

三
日
正
午
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
駐
車
場
建
設
に
伴
い
巾
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
た
篭
田
公
園

も
、
よ
り
一
屑
充
実
し
た
部
市
公
園

と
し
て
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

ｔ
　
駐
車
場
の
あ
ら
ま
し

　
　
・
隋
造
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
也
ド
Ｊ
一
皆
姓
　
・
延
叫
政
・
：
し
．

　
Ｊ
■

i
　
L
-
ｎ
.

-
^

-
i
＞
(
　
｡

―

*
*
＊
―
1

　
じ
八
〇
・
　
　
七
㎡
　
・
形
式
・
：
自

　
走
式
　
・
収
容
台
数
…
二
Ｉ
○
台

　
　
（
地
下
一
階
几
八
台
、
地
下
二
階

　
　
一
　
こ
一
台
）

ｔ
・
　
特
　
色

　
○
　
車
の
出
入
り
の
取
扱
い
は
、

　
　
機
械
式
（
料
金
徴
収
も
全
自
動

　
　
料
金
精
算
装
ほ
）
に
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。
他
に
テ
レ
ビ
利
用
に
よ

　
　
る
場
内
監
視
装
置
等
も
備
え
て

　
　
あ
り
ま
す
。

　
＠
　
各
階
か
ら
地
上
に
通
ず
る
歩

　
　
行
者
用
階
段
は
、
目
的
地
域
へ

　
　
便
利
な
よ
う
に
束
西
南
北
の
四

　
　
ヶ
所
に
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
＠
　
地
下
一
階
に
十
人
掛
ベ
ン
チ

　
　
を
備
え
た
待
合
せ
等
に
便
利
な

　
　
ホ
ー
ル
、
洸
而
所
、
便
所
も
備

　
　
え
て
あ
り
ま
す
。

　
○
　
地
下
一
階
入
車
口
付
近
に
身

　
　
障
者
専
用
車
座
を
設
け
て
、
車

　
　
椅
子
の
ま
ま
地
上
部
に
出
ら
れ

　
　
る
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ま
た

　
　
身
障
者
用
車
椅
子
も
用
意
し
て

　
　
あ
り
ま
す
の
で
、
身
体
の
不
自

　
　
由
な
か
た
も
お
気
軽
に
利
用
で

　
　
き
ま
す
。

●
　
駐
車
場
利
用
方
法

　
利
用
時
間

　
　
午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
。

　
　
な
お
、
午
後
九
時
か
ら
午
前
八

　
時
ま
で
は
、
出
入
口
を
閉
釧
し
ま

　
す
の
で
、
出
入
り
は
で
き
ま
せ
ん

　
が
駐
小
は
で
き
ま
す
。
（
年
中
無
休
）

　
利
用
料
金

　
○
午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
三
十
分
…
百
円

　
　
午
後
九
時
か
ら
午
前
八
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
三
十
分
・
：
三
十
円

　
＠
回
数
券
百
円
券
（
十
一
枚
綴
）

　
　
…
千
円
。
（
開
場
記
念
回
数
券

　
　
も
発
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

　
＠
定
期
利
用
・
：
一
ヶ
月
一
台
に
っ

　
　
き
一
万
円
。
定
期
利
用
の
お
申

　
　
込
み
は
、
四
月
十
日
倒
午
前
十

　
　
時
よ
り
駐
車
場
管
理
事
務
所
で

　
　
受
付
け
し
ま
す
。
（
先
着
順
五

　
　
十
台
に
限
る
）
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J←--皿･-　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ

消
防
署
南
分
署
が
完
成

四
月
よ
り
業
務
を
始
め
ま
す

消
防
署
南
分
署

　
　
　
　
　
容
5
1
1
3
3
5
0

　
消
防
署
南
分
署
庁
舎
の
完
成
に
伴

い
、
次
の
と
お
り
新
庁
舎
で
業
務
を

開
始
し
ま
す
、

▼
業
務
開
始

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
附

　
場
所
　
岡
崎
巾
中
田
町
二
番
地
二

（
前
消
防
署
南
出
張
所
と
同
じ
場
所
）

▼
建
設
概
要

　
・
敷
地
而
禎
…
一
、
二
六
几
・
八

六

Ill'

一
一

㎡

・
建
築
而
債
・
：
五
一
九
・
六

・
建
築
延
而
績
・
：
五
八
三
・

一一---一一一一-¬＝

]』

二
六
冊
（
一
階
五
（
）
三
・
二
九
㎡
・
：

事
務
室
、
仮
眠
室
、
休
憩
室
、
待
機

室
、
更
衣
室
、
談
話
室
、
浴
場
、
食

堂
、
器
具
庫
等
　
二
階
七
九
・
九
七

㎡
・
・
・
会
議
室
）
　
　
・
付
属
姓
物
・
：
倉

庫
、
自
転
車
置
場
、
訓
練
塔
、
自
家

用
給
油
取
扱
所
、
防
火
水
槽

▼
消
防
機
械

　
消
防
ポ
ン
プ
白
‥
動
巾
：
こ
台
、
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
巾
…
一
台
．

救
急
車
…
二
台
、
連
絡
車
…
一
台
、

消防蹄打分署

□諜町場兼用）

〈１　階〉

　
□
目
家
用
給
油
取
扱
所

ヤ
ア
ー
亀
‐
＋
-
卜
　
≪

1 /300
浴室

室　庫

発
電
機
室

脱衣室
器　具　庫

〈２　階〉食堂･談話室

Ｆ ヨ

会議室

洗面
所

庫車

事　務　室

室
室
眠
憩
仮
休

庁舎平面図

室
室
機
衣
待
更

"･●．
" 〃- ～- －

』 ， 〃 ～ - ● － ，皿●・〃･・･皿ミ〃』"S● ，
" ニ- ･ 4- ～- ～

" S - ^ ●皿 －皿 ●
I･-●・"』-●･

" ← 〃 ・- ● ･
"・

" ・ ～ - ● i - ● ･ - ‥ 〃- ●

　
　
●
市
役
所
事
務

　
　
　
機
構
変
更
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
行
政
課
　
豊
2
3
－
6
0
3
9

　
四
月
一
日
か
ら
部
課
等
の
新
設
・

廃
止
・
名
称
変
吏
な
ど
、
市
役
所
の

事
務
機
術
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
事
務
の
合
理
化
と
、
市

民
の
皆
様
に
直
接
関
係
の
あ
る
業
務

の
集
中
化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
や
電
話
番
号
は
、

次
の
四
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
、

　
　
・
選
挙
人
名
簿
の

　
　
　
　
縦
覧
を
し
ま
す

　
区
画
整
理
課
　
公
2
3
1
6
2
6
5

●
岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
選
挙

　
岡
崎
駅
西
上
地
区
画
整
理
事
業
の

審
議
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
に
記
祓
さ
れ
て
い
る
か

た
が
、
審
議
会
委
員
の
選
挙
隆
お
よ

び
被
選
挙
隆
を
有
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
登
幟
も
れ
や
誤
り
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
四
月
ト
四
日
～

　
　
　
　
　
　
　
川
目
ニ
ト
じ
日

　
時
間
　
晦
日
午
前
八
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時

　
場
所
　
市
役
所
区
画
整
理
課
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昭
和
五
十
五
年
十
月
一
口
実
施
の

　
　
第
十
三
回
国
勢
訓
禿
結
果
慨
放
を
、

　
　
市
政
だ
よ
り
五
十
五
年
十
二
月
十
五

　
　
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
．
こ

ロ
　
の
程
、
小
学
区
別
に
人
口
、
世
帯
数

１

昭和56年４月11

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
本
市
の
人
口
を
、
市
内
三
十
八
小

学
区
別
に
み
る
と
、
羽
根
学
区
が
一

四
、
二
こ
一
人
と
最
も
多
く
、
以
下

根
石
学
区
（
こ
Ｉ
、
六
二
五
人
）
、

悔
園
学
区
（
こ
Ｉ
．
こ
一
八
人
）
。

人
田
寺
学
区
（
一
一
、
五
九
五
人
）
。

矢
作
北
学
区
（
一
一
、
四
五
一
人
）
、

井
田
学
区
（
一
一
、
二
二
四
人
）
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

び人口小学区別世帯数及

｜
｜

学　区 世帯数
人　　　　　口

　学　区

常外　火

常　　吟

心　【］|

奥-　　毀

椙　　川

片･　　冲

人尉　.'j

人　Ｍ　収

人　削北

人　[1-- |>U

'こ　印南

六･･災中部

六･･尨北部

六･･･処巾沁

緑　　IT

人　　門

心　叉　Ir.

城　　山

　合　計

世帯数
人　　　　　口

総　数 男 女 総　数

　　－　－　--－　一一
　　誹r>

　↓.042

　　si(;8
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　f^．a.'SS
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　６､214

　7,919

　5.105
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　　3.992
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男　　|||

美　　合

羽　　松

岡　　崎

六　　名

三　　島

連　　尺

広　　幡

井　　Ⅲ

愛　　右

福　　岡

竜　　谷

藤　　Ill

山　　中

本　　宿

生　　平
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常磐南
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2,ri(i3

1,1114

2.152

■AAHH

2.3(i8

1.444
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74、352

　　335

　1.991

　　339

　　894

　1.3S8

　2.917
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　2.26:^
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　2.270
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●

昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

配
偶
者
の
相
続
分
が

　
　
　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
遺
産
を
子
供
と
と
も
に
相
続
す
る

場
人
‥
、
配
問
者
の
棚
続
分
が
三
分
の

一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に

関
係
の
深
い
Ｌ
な
改
正
点
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す

　
配
偶
折
の
相
続
分
が
、
ｆ
と
と
も

に
相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
二
分
の

一
　
（
今
ま
で
は
三
分
の
二
、
被
相

続
人
（
叱
と
し
た
人
）
の
白
系
尊
鴨

　
一
肉
親
）
と
と
も
に
川
綾
す
る
と
き

は
一
こ
分
の
二
（
同
二
分
の
二
、
被

相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
相
続

す
る
と
き
は
四
分
の
三
（
同
三
分
の

二
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
（
民
法
第
九
○
○
条
）

　
同
時
に
、
配
問
者
に
対
す
る
相
続

脱
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
続
額
が
遺

産
の
二
分
の
一
以
下
（
今
ま
で
は
三

分
の
一
以
下
）
、
又
は
四
千
万
円
以

ド
の
場
ぺ
‥
は
諦
税
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
相
続
脱
法
第
一
九

条
の
二
）

検
察
審
査
会
の
仕
組
み
と
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
地
方
裁
判
所
岡
崎
支
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
検
察
審
査
会
　
公
5
1
－
4
5
2
1

　
倹
察
審
査
会
制
度
は
、
選
挙
権
を
　
　
（
不
起
訴
処
分
）
に
つ
い
て
不
満
を

有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
　
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
は
、
審
査
会

選
ば
れ
た
検
察
審
査
貝
が
、
検
察
官
　
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
仕
事
の
や
り
万
に
国
民
の
常
識
を
　
　
　
こ
の
申
し
立
て
や
審
査
の
費
用
は
、

反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
す
。
　
　
　
一
切
無
料
で
す
。

　
例
え
ば
、
皆
さ
ん
が
交
通
事
故
、
　
　
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
も
っ
と
詳

詐
欺
、
お
ど
し
等
の
被
害
に
あ
っ
て
　
　
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か
た
は
。

警
察
、
検
察
庁
に
訴
え
て
も
、
検
察
　
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
場
合



一
　
一
岡
崎
市
史
研
究
第
３
号

Ｃ
Ｍ

｡

｡
一
　
ゝ
「
｀
－
’
・
　
゛
四
　
ｊ
‘
’
〆
　
７
・
’
ち
。
　
　
’
一
　
ｒ
　
　
″
　
。

ノ
＼
〈
〈
ご
」
‘
づ
…
…
…
…
」
｛
　
。

｀ 頒
布
を
し
ま
す

岡
崎
市
史
編
さ
ん
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
豊
5
1
－
6
７
1
1

　
こ
の
た
び
刊
行
し
た
市
史
研
究
第

３
号
を
岡
崎
地
方
史
研
究
会
が
増
刷

し
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
に

頒
布
し
ま
す
。

　
【
第
３
号
（
１
２
７
ぺ
１
ジ
）
の
内

容
】
①
研
究
報
告

　
・
矢
作
束
宿
・
明
大
寺
・
岡
崎

　
・
岡
崎
藩
と
相
綸
の
朱
印
地
犬
頭

　
　
社
人
の
忖
－
三
河
国
碧
海
郡
寓

　
　
地
村
の
場

　
・
村
送
り
文
書
の
幣
理
ｌ
岡
崎
城

　
　
下
投
町
区
有
文
書
を
中
心
と
し

て

　
・
日
露
戦
争
従
軍
兵
士
の
記
録
に

　
　
つ
い
て

　
・
経
済
高
度
成
長
期
以
後
の
岡
崎

　
　
市
農
業
の
変
化

　
・
岡
崎
市
動
物
相
の
概
要

②
昭
和
5
5
年
度
業
務
経
過
と
各
鯛
査

　
班
の
活
動
概
要
他

　
　
【
頒
布
方
法
】

　
市
郷
土
館
（
酋
2
3
－
1
0
3
9
）

事
務
室
で
、
印
刷
代
実
費
に
て
先
着

順
に
頒
布
し
ま
す
、

【
頒
布
期
日
】

４
川
１
日
よ
り

ろ
う
あ
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン

、
’
｀
ｔ
“
ｉ
’
ゆ
１
゛
“
χ
．
■
-
.
*
■
■
-

■

■

＞
　
　
．
・
．
・
．
．
　
　
　
・
‘
　
・
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
　
・

」一

二
・
｝
・・ ．
・
「’ 」”
、
・

‘
手
｛
話
教
室
を
開
講
し
ま
す

．
ご
．
．
／
・
ヽ
．
バ
ス
ク
、
．
～
バ
．
．
り
’
、
レ
．
リ
‘
‐
‥
゛
ｙ
…
…
　
一
・
．
’
‐
　
’
‘
　
　
．
・
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
≒
・
　
‘
・

岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
a
2
3
－
８
7
0
5

　
国
際
障
害
者
年
の
テ
ー
マ
「
完
全

参
加
と
平
等
」
を
意
義
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
ろ
う
あ
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
「
手
話
教

室
」
を
開
講
し
ま
す
。
希
望
者
は
、

次
に
よ
り
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
主
催
　
岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
開
購
　
四
月
下
句
か
ら
（
参
加
者

に
は
、
後
‐
、
‐
程
表
を
送
付
）

　
受
講
人
員
　
三
十
名
（
申
込
み
順

で
受
付
け
、
締
切
り
ま
す
）

　
テ
キ
ス
ト
等
　
無
料
配
布

　
な
お
受
講
の
巾
し
出
は
、
ハ
ガ
キ

に
よ
り
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
川
‐
を

記
技
し
、
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
朝
日

町
三
丁
目
一
七
　
岡
崎
市
社
会
福
祉

協
議
会
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

石
田
利
作
先
生
遺
稿
㈲

Ｌ
図
書
館
の
始
ま
り
と
三
河
郷
友
会
の
起
源
＝

　
図
書
館
の
始
ま
り

　
図
書
館
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一

八
九
九
）
図
書
館
令
が
制
定
さ
れ
、

そ
の
設
置
を
奨
励
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
岡
崎
で
は
、
千
賀
千
太
郎
・
岡
田

撫
琴
氏
等
の
努
力
に
よ
り
、
明
治
四

十
五
年
七
月
二
十
一
日
開
館
の
式
を

挙
げ
た
の
で
あ
る
、
場
所
は
、
門
前

町
随
念
寺
下
、
常
福
院
に
仮
館
を
設

け
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
図
書
は
、
大
部
分
寄
贈
図
書

で
町
教
育
会
六
一
六
部
一
、
二
八
六
冊
、

小
同
源
要
人
二
四
八
部
一
、
七
七
七
冊
、

加
藤
順
治
郎
二
五
部
六
一
冊
、
１
貿
千

太
郎
一
、
〇
六
三
部
二
、
〇
四
五
冊
、

元
岡
崎
学
校
八
三
部
一
、
〇
二
八
冊
、

計
二
、
〇
三
五
部
六
、
一
九
七
冊
を
基

本
図
書
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
文
化
祁
市
と
し
て
図
書

館
の
充
実
は
都
市
民
の
待
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
為
、
大
正
天
皇
御
大

典
記
念
事
業
と
し
て
、
図
書
館
の
建

設
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
場
所
は
岡

崎
公
園
内
（
現
在
の
動
物
園
噴
水
場

付
近
）
で
、
総
工
費
七
万
二
１
九
百

円
を
以
て
建
設
に
着
手
し
、
大
正
十

一
年
五
月
一
日
着
工
、
ト
二
月
二
十

五
日
竣
工
、
Ｊ
立
年
の
一
月
七
日
か
ら

開
館
し
た
の
で
あ
る
、
こ
の
姓
物
は
、

洋
式
建
築
で
階
上
に
ホ
ー
ル
を
設
け
、

各
仲
の
講
演
会
、
展
覧
会
等
に
使
用

さ
れ
る
よ
う
考
え
ら
れ
て
い
た
、
ま

た
、
新
聞
閲
覧
所
を
設
け
た
り
し
、

図
書
館
と
し
て
充
実
し
た
も
の
と
な

っ
た
。

　
昭
和
七
・
八
年
頃
に
な
る
と
蔵
書

は
、
約
三
万
冊
に
及
び
、
県
下
で
は

タ
‥
古
屋
の
二
図
書
館
に
次
ぐ
蔵
書
数

を
誇
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
太
平
洋

幟
争
の
幟
災
に
よ
り
、
庁
舎
と
共
に

全
書
梧
及
び
保
存
中
の
政
重
な
文
化

財
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
三
河
郷
友
会
の
起
源

　
三
河
郷
友
会
は
、
直
接
岡
崎
市
の

経
営
で
は
な
い
が
、
1
1
1
藩
主
体
多
子

附
家
の
援
助
の
下
に
成
立
し
、
岡
崎
出

身
者
で
こ
の
恩
恵
に
沿
し
て
い
る
者

は
、
か
な
り
の
数
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
二
十
年
代
か
ら
ご
二
河
出
身

の
在
京
各
士
、
土
屋
光
春
・
小
柳
津

要
人
・
中
村
図
平
・
岡
部
泰
蔵
・
大

沢
謙
治
・
大
沢
岳
太
郎
・
中
山
匯
二

郎
・
小
山
慢
・
大
沢
界
雄
・
八
田
郁

太
郎
・
志
賀
重
昂
等
の
諸
氏
が
懇
談

会
の
話
題
と
し
て
、
旧
球
時
代
の
大

藩
で
は
藩
侯
が
、
そ
の
旧
領
地
の
育

草
事
業
に
援
助
し
学
生
の
寄
宿
奏
‥
を

提
供
し
て
い
る
、
尾
張
に
は
愛
知
杜

が
あ
る
。
址
非
、
三
河
に
も
同
様
の

｜

も
の
を
作
り
、
三
河
武
士
の
血
を
う

け
て
い
る
人
材
を
養
成
し
た
い
と
い

う
議
が
も
ち
あ
が
り
、
明
治
三
十
一

年
、
土
屋
氏
を
会
長
と
し
三
河
郷
友

会
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
資
金
と
し
て
、
三
河
部
の
各
郡

市
に
戸
数
に
よ
り
割
当
て
、
一
口
五

〇
銭
で
募
金
し
、
十
万
円
の
基
金
を

作
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
が
、
三
、

四
年
で
ま
と
ま
り
、
各
部
市
に
委
貝

部
を
設
け
、
本
部
を
愛
知
県
庁
学
務

課
内
に
お
き
、
三
河
部
出
身
の
県
吏

員
及
び
視
学
を
幹
事
に
委
嘱
し
て
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
正

十
一
年
に
財
団
法
人
と
な
り
、
八
田

郁
太
郎
氏
が
理
事
長
と
し
て
継
続
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

　
事
業
の
重
要
な
も
の
と
し
て
は
、

在
京
学
生
を
収
容
す
る
寄
宿
舎
の
経

営
で
あ
る
。
初
め
東
京
本
郷
な
川
町

一
番
地
本
多
子
瞬
家
の
控
家
を
あ
て

た
が
、
そ
の
後
、
大
塚
窪
町
に
寄
宿

舎
を
設
け
、
教
育
界
に
経
験
あ
る
有

能
な
人
恪
者
を
舎
監
に
任
じ
、
そ
の

監
督
に
当
ら
せ
た
。
郷
友
会
の
寄
宿

舎
は
、
下
宿
と
し
て
は
経
賞
も
安
く

十
分
監
督
も
し
て
も
ら
え
る
た
め
、

父
兄
は
安
心
し
て
子
弟
を
託
す
る
こ

と
が
で
き
、
入
舎
希
望
者
も
多
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
現
在
も
こ
の
寮
は
、
文
京
区
小
石

川
に
あ
り
、
数
多
く
の
か
…
京
学
生
が

寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
勉
学
に
励
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。

　
近
代
班
鯛
査
委
員
　
稲
垣
哲
哉
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　国際障害者年を実りの多い年にしようと、国際障害

者年岡m市推進連絡協議会が６日、初会合を開いて

発足しました。

　　^!

^^^^^^^^v ･

こ
ｊ!1ヤり

|
●‥･|●川八||

心IJ 6 iに

　低地の浸水ほぼ解消一岡崎市は矢作川左岸の

大門１丁目に建設していた大門ポンプ場が、こ

のほど大型ポンプ２号機の据え付けを終り完工

式が行われました。　　　　　　( 3月18 H !

　
岡
崎
市
消
防
本
部
は
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て

八
日
朝
中
島
町
で
、
中
高
層
建
築
物
火
災
救
助
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
り
８
日
）

市政だより お　か　ざ　き

　ざ〃●Ｓヽ･ヽ
./･J参加者公開選考発戮v
　'‾‾‾

　岡崎市の春を飾る桜まつり家康行列参圧]者公開選

考発表会が、岡崎市竜美丘会館で開かれ､家康や干姫

など行mの主役io人に初めて市民の代表が選はれま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　じ丿J15Iト

退函^ぶし
館
で
開
か
ｎ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
‐
り
1
5

-

　
第
五
回
岡
崎
市
老
人
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、
各
老
人
グ
ラ
フ
間
の
親

ぽ
く
を
図
る
た
め
、
岡
崎
市
体
育

－

｜
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咄
日
は
午
後
零
時
3
0
分
ま
で
）

　
奨
学
金
の
額
　
▼
大
学
に
在
学
す

る
か
た
＝
月
額
６
千
円
▼
高
校
（
高

専
を
含
む
）
に
在
学
す
る
か
た
Ｅ
月

額
３
千
円

　
申
請
書
の
交
付
　
４
月
１
日
俐
か

ら
教
育
委
貝
会
庶
務
課
学
事
係
で
交

付
し
ま
す
。

　
審
査
及
び
決
定
通
知
　
奨
学
金
支

給
審
査
委
貝
会
で
審
査
し
、
奨
学
金

支
給
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
　
こ
の
奨
学
金
は
、
支
給

さ
れ
る
も
の
で
、
返
済
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
卒
業
後
の
就
職

・
進
学
等
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１ 岡崎市の人口 １
昭和56年３月１日現在

　男　131.273人　　193人増

　女　133,396人　　153人増

　計　264.669人　　346人増

世帯数77.852世帯　76世帯増

る
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
の
か
た

に
、
就
学
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
の

か
た
は
、
次
の
と
お
り
就
学
奨
励
金

支
給
申
詰
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

―
Ｏ
Ｉ
Ｖ　
申
請
期
間
　
４
月
１
日
よ
り
受
付

　
受
付
場
所
　
福
祉
課
障
害
係

　
奨
励
金
の
額
　
月
額
千
円
（
９
月

と
３
月
に
分
け
て
、
年
２
回
各
６
ヵ

月
分
づ
つ
支
給
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
児
童
・

生
徒
の
在
学
証
明
書
　
②
保
護
者
の

か
た
の
預
金
通
帳
　
③
印
鑑

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
　
従
来
の
納
税
（
入
）
通
知
書
が

　
６
枚
（
一
部
１
枚
・
４
枚
）
つ
づ

　
り
の
カ
ー
ド
式
と
な
り
ま
す
。
（
内

　
容
は
従
前
と
同
じ
）

②
　
固
定
資
産
税
の
う
ち
、
償
却
資

　
産
は
、
従
来
、
土
地
・
家
屋
を
別

　
に
通
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

　
か
ら
同
じ
カ
ー
ド
で
通
知
す
る
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
　
納
税
（
人
）
通
知
書
等
、
裏
而

　
の
連
絡
先
の
印
刷
の
う
ち
、
一
部

　
が
４
月
１
日
か
ら
の
市
役
所
の
機

　
構
改
革
に
よ
り
変
わ
り
ま
し
た
の

　
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
お
ね
が
い

　
こ
の
納
税
（
入
）
迦
知
書
は
、
電

算
機
で
処
理
し
ま
す
の
で
、
汚
し
た

り
、
折
り
曲
げ
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

｜

多げ參謳拓

働く婦人会館

　豊23-一2963

　
岡
崎
市
教
育
委
貝
会
で
は
、
し
つ

け
や
健
康
管
理
、
子
ど
も
の
遊
び
や

友
人
関
係
、
宿
題
や
自
山
勉
強
な
ど

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
に
つ

い
て
の
勉
強
室
を
開
き
ま
す
。

　
期
間
　
昭
和
5
6
年
４
月
か
ら
昭
和

5
7
年
３
月
ま
で

　
場
所
　
岡
崎
巾
励
く
婦
人
会
館

　
対
象
者
　
市
内
在
住
の
お
母
さ
ん

で
、
小
学
校
１
年
生
の
児
童
を
お
持

ち
の
か
た

　
日
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
の
金
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
正
午

　
内
容
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
糾
「
お

母
さ
ん
の
勉
強
室
」
を
昆
て
、
教
育

の
あ
り
方
を
話
し
合
っ
た
り
。
講
帥

の
指
導
を
受
け
ま
す
。

　
講
師
　
市
内
小
中
学
校
校
長
及
び

学
識
継
験
者

　
募
集
人
員
　
5
0
名

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
年
間
２
千
円
を
必
要
と
し
ま
す
）

　
申
込
受
付
　
４
月
Ｈ
Ｈ
（
土
）
午

前
1
0
時
3
0
分
か
ら
受
付
を
し
ま
す
。

教
･
Ｍ
ｒ
-
費
を
添
え
て
、
働
く
婦
人
会
館

へ
直
接
又
は
電
話
で
お
巾
込
み
く
だ

さ
い
。

当直医師変更のお知らせ　「市政だより」３月15 LI号の「休日緊急当直医師」表中、４月12日の産婦人科

の批当医帥が、神谷医院(明大寺町）から大原医院（十王町a21－l 58 5）に変わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　－-－

岡
崎
市
奨
学
生
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
4
2
5

　
学
資
が
乏
し
く
修
学
困
難
な
か
た

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
資
格
及
び
条
件
　
①
岡
崎
市
内
に

３
か
年
以
上
住
所
を
有
す
る
か
た

②
岫
行
方
正
・
身
体
強
健
・
成
績
優

秀
・
志
操
堅
実
な
か
た
　
③
経
済
的

な
理
由
に
よ
っ
て
、
修
学
川
難
な
か

た
　
④
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
、
そ

の
他
の
奨
学
金
の
予
約
決
定
又
は
、

支
給
を
受
け
て
い
な
い
か
た
　
⑤
奨

学
金
を
申
請
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
、

高
校
（
高
専
を
含
む
）
　
・
大
学
に
合

格
又
は
入
学
さ
れ
た
か
た

　
申
請
期
間
　
４
月
1
3
日
凹
か
ら
４

月
3
0
日
出
ま
で

　
受
付
は
、
日
曜
日
を
除
き
、
午
前

８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土

納
税
通
知
書
等
が

　
　
変
わ
り
ま
す

資
産
税
課

収
納
課

　
‐
‐
－

a
2
3
　
6
0
9
4

a
2
3
－
６
1
1
5

　
昭
和
5
6
年
度
か
ら
、
市
税
・
国
民

健
康
保
険
料
及
び
国
民
年
金
保
険
料

の
納
税
（
人
）
通
知
書
が
次
の
と
お

岡
崎
市
就
学
奨
励
金
を

　
　
支
給
し
ま
す

福
祉
課
障
害
係
酋
2
3
・
６
1
5
4

　
学
校
教
育
法
に
定
め
る
盲
学
校
、

聾
学
校
又
は
、
養
護
学
校
に
就
学
す
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並
び
に
盲
学
校
・
聾
学
校
及
び

　
　
養
護
学
校
の
高
等
部
（
専
攻
科

　
　
を
含
む
）
に
就
学
し
て
い
る
か

　
　
た
。

　
㈲
　
就
職
又
は
生
業
に
必
要
な
技

　
　
能
を
習
得
す
る
た
め
、
学
校
教

　
　
育
法
第
8
2
条
の
２
に
定
め
る
専

　
　
修
学
校
又
は
、
8
3
条
に
定
め
る

　
　
各
種
学
校
に
就
学
し
て
い
る
か

　
　
た
（
就
職
の
た
め
の
技
能
教
育

　
　
と
認
め
難
い
も
の
等
は
除
く
）

③
　
申
請
者
の
世
帯
の
生
計
中
心
者

　
の
昭
和
5
4
年
分
所
得
が
、
扶
養
親

　
族
等
の
人
数
に
対
応
す
る
所
得
額

　
　
（
限
度
額
）
以
内
で
あ
る
こ
と

　
申
請
期
限
　
昭
和
5
6
年
４
月
2
0
日

岩津市民センタープロポーション教室｜　　　　　

榊　原　圭　以　好　講師

j

　
用
決
定
さ
れ
た
か
た
に
月
額
７
千

　
６
百
円
を
年
３
回
に
分
け
て
、
各

　
４
ヵ
月
分
づ
つ
１
年
間
支
給

②
　
入
学
準
備
金
は
、
高
校
奨
学
生

　
に
採
用
決
定
さ
れ
た
か
た
の
う
ち
、

　
本
年
度
進
学
す
る
か
た
に
１
万
２

　
千
円
を
年
度
当
初
の
早
い
時
期
に

　
支
給

　
採
否
の
決
定
　
知
事
が
高
校
奨
学

生
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
採
用
決

定
通
知
書
が
、
不
採
用
の
場
合
は
、

不
採
用
通
知
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福
祉

課
を
経
て
本
人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
受
付
場
所
　
柵
祉
課
障
害
係

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
在
学
証

明
又
は
入
学
証
明
書
　
②
生
活
中
心

者
の
所
件
証
明
書
　
③
匪
帯
余
Ｕ
の

住
民
票
の
写
し
　
④
印
鑑

重
測
定
（
男
4
5
に
昭
、
女
4
0
に
腿
以
上
）

③
血
圧
・
比
重
測
定
（
最
高
血
圧
Ｉ

Ｏ
Ｏ
一
Ｅ
１
以
上
、
比
重
―
・
０
５
２

上
）
　
①
採
血
（
２
０
０
㎡
）

献
血
手
帳
交
付

⑤以

市
政
だ
よ
り

　
　
昔
刀
一
局
1
1
1
1
番

か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
収
案
内

　
　
　
　
　
　
海
月
咄
日
変
史

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
容
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
‐
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
目
メ
モ
（
百
日
ぜ
き

に
つ
い
て
）
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

子
ど
も
の
お
は
な
し

｢市場の白狐」
藤川町　４月１日～15日

　　　豊21局1113番

愛
知
県
心
身
障
害

　
高
校
奨
学
生
募
集

福
祉
課
障
害
係
　
a
2
3
1
‐
6
1
5
4

お
　
　
愛
知
県
で
は
、
身
体
の
障
害
を
克

　
　
服
し
て
、
高
等
学
校
又
は
こ
れ
と
同

程
度
の
学
校
に
就
学
し
て
い
る
か
た

が
た
の
向
学
心
を
高
め
、
併
せ
て
自

立
更
正
の
助
長
を
は
か
る
た
め
、
奨

学
金
支
給
の
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
　
資
格
条
件

①
　
愛
知
県
内
に
住
所
を
有
し
、
身

　
休
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
于
帳
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

②
国
　
学
校
教
育
法
第
１
条
に
定
め
　
　
奨
学
金
の
額

　
　
る
高
等
学
校
、
・
高
等
専
門
学
校
　
①
　
奨
学
金
は
、
高
校
奨
学
生
に
採

暮らしの中の体力づくり

(nq9 ( ●物を拾うとき、

　　　　　　　･　a●.二　・　･あｰ良上体をあまり曲げずに、膝の

バネを使って拾うようにする

事
務
委
譲
の
お
知
ら
せ

－
‐
－
ｉ
‐

愛
知
県
総
務
部
地
方
課

　
愛
知
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
知
事

が
取
り
扱
っ
て
き
た
許
認
可
な
ど
の

事
務
の
う
ち
、
次
の
事
務
を
４
Ｕ
１

‐
か
ら
市
へ
委
譲
し
ま
す
。

●
商
店
街
振
興
組
合
の

　
①
設
え
許
可
事
務

　
②
定
款
変
史
認
可
事
務

　
③
総
会
招
集
の
承
認
事
務

　
Ｉ
入
‥
併
認
吋
事
務

　
⑤
解
散
川
等
の
受
理
事
務

　
⑥
報
告
の
徴
収
及
び
検
轟
等
の
事

　
　
務

　
⑦
業
務
改
善
命
令
及
び
解
散
命
令

　
　
事
務

●
土
地
の
試
掘
等
の
許
可
事
務
（
都

　
市
計
画
法
及
び
郡
市
丙
開
発
法
に

　
定
め
る
も
の
に
限
る
）

●
路
外
駐
車
場
の

　
①
設
置
（
変
更
）
届
の
受
理
事
務

　
②
管
理
規
程
の
（
変
更
）
届
の
受

　
　
理
事
務

　
③
休
止
（
廃
止
・
再
開
）
届
の
受

　
　
理
事
務

　
④
立
入
検
査
等
の
事
務

　
⑤
是
正
命
令
事
務

献
血
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

岡
崎
地
区
献
血
推
進
協
議
会

　
（
援
護
助
成
課
内
）

　
　
　
　
　
萱
2
3
1
６
1
４
5

　
期
日

①
時
間

　
場
所

　
主
催

②
時
間

　
場
所

　
主
催

４
月
９
日
床

午
前
1
0
時
～
正
午

大
平
市
民
セ
ン
タ
ー

男
川
学
区
献
血
会

午
後
１
時
～
３
時

美
合
小
学
校
体
育
館

美
合
学
区
献
血
会

　
献
血
の
手
順
　
①
受
付
（
1
6
歳
～

6
4
歳
ま
で
の
健
康
な
か
た
）
　
②
体
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家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
　
　
参
加
者
の
募
集

岡
崎
市
体
育
館

　
　
　
　
　
　
昔
5
3
　
1
８
1
1

　
日
時
　
午
前
の
部
…
５
月
８
日
溺
、

1
6
日
出
、
2
2
日
吻
、
2
9
日
吻
、
６
月

５
日
吻
、
1
0
日
㈲
、
1
7
口
困
、
2
6
‐

吻困

７
月
３
日
崩
、
1
0
日
倒
、
1
5
口

午
前
1
0
時
～
正
午
　
夜
の
部
・
：

　
四
月
に
も
な
る
と
暖
房
器
具
を
し

ま
う
家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
つ
い
、
め
ん
ど
う
だ
か
ら
、
そ
の

ま
ま
物
置
へ
…
…
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
暖
房
器
具
は
使
用
中
、
使
用
後
の

手
入
れ
の
良
否
が
性
能
や
寿
命
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
し
ま
う
時
の
手
入
れ
方
法
は
、
取

扱
説
明
書
通
り
に
す
る
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
一
般
的
に
は
次
の
と
お
り

で
す
。

㈱
　
石
油
ス
ト
ー
ブ

　
①
　
油
タ
ン
ク
内
の
残
油
を
完
全

　
　
に
抜
き
、
内
部
を
新
し
い
白
灯

　
　
油
で
よ
く
す
す
ぎ
自
然
乾
燥
さ

　
　
せ
ま
す
。

５
月
８
日
出
～
７
月
呪
一
日
出
の
毎
週

金
曜
日
（
７
月
1
7
日
は
除
く
）
　
午

後
７
時
～
９
時

　
場
所
　
岡
崎
市
体
育
館

　
資
格
　
市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

　
募
集
人
員
　
午
前
の
部
…
5
0
名

夜
の
部
…
4
0
名

　
参
加
料
　
３
千
円

　
申
込
み
　
４
月
2
0
日
間
ま
で
に
．

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
、
午
前
の
部
、
夜
の
部

　
②
　
ガ
ラ
ス
芯
の
も
の
は
空
焼
き

　
　
し
、
芯
の
先
端
に
付
恭
し
た
タ

　
　
ー
ル
を
取
り
除
き
ま
す
。

　
③
　
ス
ト
ー
ブ
全
体
の
汚
れ
や
ホ

　
　
コ
リ
を
落
と
し
、
特
に
反
射
板

　
　
は
さ
び
な
い
よ
う
に
ミ
シ
ン
油

　
　
を
Ｉ
様
に
ひ
き
ま
す
。

　
④
　
自
動
点
火
装
置
の
乾
電
地
は

　
　
は
ず
し
ま
す
。

　
⑤
　
保
管
す
る
時
は
ポ
リ
袋
、
ダ

　
　
ン
ボ
ー
ル
箱
等
を
利
用
し
て
温

　
　
気
の
少
な
い
所
へ
収
納
し
ま
す
。

・
　
石
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー

　
①
　
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

　
　
か
ら
抜
き
ま
す
。

　
②
　
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
内
の

　
　
残
油
を
完
全
に
抜
き
、
取
扱
説

｜

の
別
を
記
入
の
う
え
、
岡
崎
市
六
名

本
町
７
番
地
、
岡
崎
市
体
育
館
内
家

庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
係
へ

期
間
　
４
月
1
4
日
（
火
）
～
４
月
2
3
日

　
（
木
）

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ご
み
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
目
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30
日

出

28
日

圃

27
日

㈲

25
日

出

24
日

囲

23
日

(昶

22
日

附

21
日

(火)

20
口

㈲

IS
日

山

17
日

吻

16
日

附

収

集
日

岡

岡４

４

;J^

3 '^

1;

中2

生美
山今

束束
　｀本

生美
田人

郷g

　本

馬
頭

合区笑

日　｀合

清美五
地合本

区平松

　Ilk 1
　東区

　美２

洞

丸

山

大
平

西

生生

牡

橋北

日奸

　●　ゝ本小

　　針

　　橋
　　目

　　中

岫東万食

詐

μ

大束

和本

　郷

　新
　掘

　一一
　邑
　恚

西

大
友

宇

頭

西
本

郷

矢

作

５
区

束

レ
社

宅

収

集
実

施
町

名

ば
く
書
休
館
の

　
　
お
知
ら
せ

図
書
館
　
音
5
1
　
2
２
5
1

　
ば
く
書
（
本
の
虫
干
し
）
と
蔵
書

点
検
整
理
の
た
め
。
次
の
と
お
り
休

館
い
た
し
ま
す
。

　
明
１
　
に
従
っ
て
、
油
受
け
ざ
ら
、

　
油
量
調
節
器
内
の
残
油
も
抜
き

　
と
り
ま
す
。

③
　
加
湿
装
置
内
蔵
の
機
種
に
つ

　
い
て
は
、
水
タ
ン
ク
、
蒸
発
ざ

　
ら
内
の
残
水
や
ゴ
ミ
な
ど
に
よ

　
る
汚
れ
を
取
り
除
き
ま
す
。

④
　
本
体
背
面
の
フ
ァ
ン
ガ
ー
ド

　
の
ホ
コ
リ
、
本
体
内
部
や
置
台

　
な
ど
に
た
ま
っ
て
い
る
ホ
コ
リ

　
を
落
と
し
ま
す
。

⑤
　
特
別
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、

　
設
置
し
た
ま
ま
保
管
し
ま
す
。

Ｑ

前
納
報
奨
金
制
度

　
改
正
の
お
知
ら
せ

収
納
課
庶
務
係
昔
2
3
　
6
1
1
5

　
岡
崎
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に

と
も
な
い
、
前
納
報
奨
金
の
計
算
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
つ
の
納
期
に
係
る
税
額
が
1
0
万

円
を
超
え
る
と
き
は
、
超
え
る
部
分

の
税
額
に
つ
い
て
は
報
奨
金
の
計
算

の
基
礎
に
算
入
し
な
い
も
の
と
し
ま

す
。　　　　　　　　計　算　方　法

前納税額×ゐ×前納月数＝前納報奨金

(＼0＼ト　固定資産税･都市計画税の年税額m 万円（期別税額

　　　15万円）を前納した場合。

･ぺり|）ト

　150.000円×，一八。×21(か月) ＝15,750円
　　　　　　　　1000　前納報奨金は15,750円

ぺり円か

　100.000円×，八。×21(か月) ＝10,500川
　　　　　　　　1000 報は10,500円となります。

｜



お　か　ざ　き市政だより

賤

リ

よT

り

緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
ａ
2
2
1
1
6
3
４

　
　
「
催
し
も
の
」

㈱
植
木
と
観
葉
植
物
の
分
膿
会
、
盛

　
大
に
開
催
中

　
実
施
団
体
　
植
木
・
：
岡
崎
市
植
木

生
産
協
議
会
　
観
葉
・
：
岡
崎
市
花
き

温
室
園
芸
組
合

㈱
洋
ら
ん
展
示
・
交
換
会
と
管
理
技

術
指
導

　
実
施
団
体
　
岡
崎
ら
ん
友
会

　
日
時
　
4
U
1
2
日
間
　
午
後
１
時

乖
盆
栽
展
示
分
譲
・
交
換
会

　
実
施
団
体
　
岡
崎
盆
栽
会

　
日
時
　
展
示
分
譲
・
技
術
指
導
・
：

｀
Ｉ
～
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
．

４月１日

－φφ－φ－－－－φ－－，

年56和昭17
・--φ-φ--・φ--●----φφ・

　
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
で
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
は
’
一
人
ひ
と

り
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
き
な
問
題
で
す
。

４
月
1
8
日
出
　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
、
４
月
1
9
日
㈲
　
午
前
９
時
～
午

後
１
時
　
交
換
会
・
：
４
月
1
9
日
間

午
後
１
時
～

・
バ
ラ
展
示
分
譲
会
と
管
理
技
術
指

　
導
　
実
施
団
体
　
岡
崎
バ
ラ
と
花
菖
蒲

愛
好
会

　
期
日
　
５
月
３
日
㈲
～
９
日
出

　
　
【
今
月
の
園
芸
作
業
】

㈱
花
壇

　
種
ま
き
や
。
蘭
・
球
根
の
植
え
付

け
の
適
期
で
す
が
、
コ
ス
モ
ス
、
サ

ル
ビ
ア
、
ア
サ
ガ
オ
、
ケ
イ
ト
ウ
な

ど
は
５
月
に
な
っ
て
か
ら
ま
い
た
方

が
安
全
で
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ

ス
は
、
餓
え
付
け
後
約
１
０
０
日
で

咲
き
ま
す
か
ら
時
期
を
ず
ら
し
て
植

え
る
と
長
期
開
花
を
楽
し
め
ま
す
。

・
植
木

　
馴
芽
期
の
無
即
一
な
移
植
は
避
け
た

方
が
安
全
で
す
。

　
市
で
も
、
岡
埼
市
省
資
源
対
策
会
　
・

議
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実

施
し
、
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
家
庭
や
職
場
で
も
う

Z｡

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ダ
ニ
な
ど
の
害
虫

に
要
注
意

南
公
園
ナ
イ
タ
ー
施
設
の

利
用
受
付
を
し
ま
す

岡
崎
市
体
育
館

　
　
　
　
　
　
a
5
3
‐
1
８
1
1

　
南
公
園
に
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
完
成
、

４
月
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
申
込
み
の
受
付
け

は
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
申
込

み
の
際
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

１
０
１
Ｖ　
使
用
料
金
は
、

す
。

｜

総
合
料
理
教
室

前
期
受
講
者
募
集

働
く
婦
人
会
館

　
　
　
　
　
　
き
2
3
・
ｉ
‐
2
9
６
3

　
期
間
　
４
月
～
９
月
（
６
回
）

　
日
時
　
毎
月
第
３
土
曜
日
　
午
前

1
0
時
1
1
2
時

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
募
集
人
員
　
6
0
名

　
受
購
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

3
0
分
千
３
百
円
で
　
賞
２
、
７
０
０
円
を
必
要
と
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
込
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の

婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
受
付
　
４
月
４
口
（
土
）
午

前
1
0
時
3
0
分
か
ら
受
付
を
し
ま
す
の

で
、
会
費
を
添
え
て
働
く
婦
人
会
館

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
貝
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
～
1
1
1
1
1
Ｊ

≪≫をなくしましょう//☆ﾌﾟ

I..11

・踏切事故は、一瞬のうちに尊い命をなくします。

・電車は、ブレーキをかけてもすぐには止まりません。

・踏切では一旦止まり、左右の安全を確かめましょう。

・線路に、置石などのいたずらをしないようにしましょう。

一
度
話
し
合
い
、
身
近
に
で
き
る
省

エ
ネ
・
省
資
源
か
ら
実
行
し
ま
し
よ
　
　
蚕

　
【
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
一
例
】

わ
せ
た
照
度
に
　
②
照
度
の
低
下
　
　
て
放
熱
を
防
ぐ

防
止
の
た
め
清
掃
を
励
行
し
た
り
、
　
ｔ
　
近
距
離
の
通
勤
は
マ
イ
カ
ー
を

天
井
・
壁
材
な
ど
に
反
射
率
の
高
　
　
自
粛
し
、
省
エ
ネ
と
と
も
に
体
力

い
色
を
使
用
　
③
消
し
忘
れ
に
注
　
　
増
進
を
は
か
る

意　
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
を
消
し
た

り
、
テ
レ
ビ
を
切
っ
て
読
書
を
す

る
時
間
を
つ
く
る

白
熱
灯
か
ら
螢
光
灯
へ
の
切
替
　
…
)
洗
車
は
ホ
ー
ス
を
使
わ
ず
バ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
に
水
を
く
ん
で
行
う

・
彝
　
照
明
器
具
は
　
①
寝
室
・
廊
下
　
　
争
　
風
呂
の
湯
面
へ
、
ビ
ニ
ー
ル
・

・
便
所
等
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
合

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
ふ
た
を
し
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通
信
員

　
　
　
集

愛
知
県
衛
生
部
食
品
獣
医
務
課

雲
０
５
２
－
9
6
1
1
2
1
1
1

　
　
　
　
（
内
線
３
１
６
２
・
６
４
）

　
募
集
人
員
　
２
５
０
人
（
予
定
）

　
通
信
員
の
仕
事
①
ア
ン
ヶ
Ｉ
ト

の
回
答
と
通
信
票
に
よ
る
県
へ
の
通

報
　
②
年
２
回
の
会
議
へ
の
出
席

保
健
課
保
健
係
酋
2
3
－
6
1
８
0

日程表

　
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
2
0

歳
以
上
の
女
性
。
（
公
務
員
、
公
職

選
挙
法
に
よ
る
公
職
者
、
食
品
関
係

業
者
と
そ
の
家
族
を
除
く
）

　
任
期
　
６
月
１
日
１
翌
年
３
月
3
1

日
ま
で

　
謝
礼
等
　
年
３
千
円
と
会
議
へ
の

出
席
旅
費
（
昭
和
5
5
年
度
の
例
）

　
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番

号
を
記
入
、
〒
四
六
〇
　
名
古
屋
市

　
昭
和
5
6
年
度
の
犬
の
登
録
受
付
け

を
、
岡
崎
保
健
所
が
実
施
す
る
春
の

狂
犬
病
予
防
注
射
と
同
時
に
行
い
ま

す
か
ら
、
忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
会
場

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新

た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
か
た
は
、
通

中
区
三
の
丸
三
丁
目
１
番
２
号

知
県
衛
生
部
食
品
獣
医
務
課
へ

　
応
募
期
間
　
４
月
１
日
～
3
0
日

愛

ｄ 　　小１ 渠

修

林

明

；

平

1氏
μ乙

名

番i,f,]

地町
　　一
　　一　　丁

　　目

　　61

卯i介
川歓

53 木
薬町

地字
２下

上危

11 泉
蕎寺

増
　宇

　郷

十木明
２大
番ぷ
地町

8 浮ご
　栗

悶
詣
8尽

｀住

所

０ 24
２１
９

１

２ 43

3 I

５
０

２ 52

3 1

９
４

３ fll

3 I

５
５

３ 51
４１

９
８

電

話

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
、
県
、
市

の
仕
事
に
つ
い
て
「
こ
の
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」
、
「
処
理
が
ま
ち
か
っ
て

い
る
」
。
「
処
理
が
お
そ
い
」
、
「
不
親

切
な
扱
い
を
う
け
た
」
な
ど
の
苦
情

や
要
望
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
内
容

を
検
討
し
て
解
決
や
実
現
を
図
り
、

行
政
の
改
善
に
努
め
て
お
り
ま
す
^
^

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

川は私たちの大切な財産

Ｃみんなで川を美しく

引戸

^■h;^^H^ご・ *

河川美化運動／４月１日より４月30日

　　　　　　　　　　　建設省豊橋工事事務所

　　　　　　　　　　　愛知県岡崎土木事務所

　　　　　　　　　　　岡崎市建設部土木課

行
政
相
談
委
員

　
就
任
の
お
知
ら
せ

生
活
課
市
民
相
談
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
1
６
４
９
２

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
か
た
が
た
が
行

政
相
談
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヤ
勢
Ｊ
ｋ
Ｊ
ｙ
銘
妙
９
．
０
．
什
？
Ｒ
？
’
ｒ
？

知
書
が
な
く
て
も
受
付
け
ま
す
の
で

登
録
と
注
射
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
受
け
る
犬
　
生
後
9
1
日
以
上
の
犬

　
料
金
　
３
千
円
（
登
録
料
千
５
百

円
、
注
射
料
千
５
百
円
）

３
ｌ
ｉｊ
｜

｜

｜

ぇ月　E七 ．時し．、訓． 場－　．所

４月

16日（昶

午tiijio時　～11時30分 矢作町矢作農協本所

午筏1時30分~ 3 時30分 本宿町本絹学区公艮館

37口剛 午的o時　-11吟30分 康西通西岡崎保健所

午後１時30分～３時30分 下吉野町六ｯ美市尺センター

滝　町葵農協常磐支所

20日㈲ 午前io時　～日時30分 上六名3丁目勤労青少年ホーム

洞　町洞公民館＼＼｣)

■r-後1時30分～３時30分 大平町大平市民センター

午後１時30分- 2時 田口町田口公民館

午後2時30分～２時50分 安戸町常磐束小学枚

午後３吽10分~ 3時3O分 大郷町大柳公民館

21日（心 午ii'lio時　～11峙 十王町西別院

午･l則o吽　~n時30分 本価町東部良鴎本宿支所

午後１時30分～3時3O分 中　町中四公l債i

細川町細川第二公民館

22ロ湘 午釦o時　～n時30分
大和町矢作農脇牧内女叫

午後i時30分～:j時30分

23 日困 午前iO峙～～11時3( 分 白'々町百々公民館（七所神it)

美合町みどり公民卵

午後丿Is'.iQ分～３時30分 柱　町綿植神社

午後１時30分～２時30分 奥殿町葵拓哉奥殿mi所

午後2 11柚0分～３時 営石町'a'石郵便川前

午後３時20分～3時30分 渡通津町説教所加

24口剛 午前o時　～11時30分 中　町中四公民館

午mi時30分～3時30分 字頭町宇頭公民卵

柱　町南部公会堂

25日巾 午fiiiio時　～11時30分 康生通西岡崎保f!l!所

27日闘 午加10時　-11時30分 美合町平地中公民館

柱　町砥市閣(記念碑)

午後i時30分～3時30分 山綱町東部i↑J尺センター

大門3丁目上人門公民館

永心匹　

身
体
障

巡
　
回

相害

談者

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
a
2
3
‐
６
1
5
４

　
主
　
　
催
　
愛
知
県

　
相
談
科
名
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交

付
に
対
す
る
医
学
的
判
定
・
柚
装
具

相
談４　日

月

28時

日

心
火

Ｗ

受

付

時

間

11

午

前
1
0
時
～
1
2
峙
　
診
断
時
間
＝
午
後



　
　
１
時
～
３
時
　
補
装
具
相
談
＝
午
前

き
　
1
0
時
～
午
後
３
時

ざ
　
　
場
　
所
　
岡
崎
市
福
祉
の
村
身
体

　
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
友
愛
の
家

ヵ
　
　
申
込
み

お
　
　
あ
ら
か
じ
め
福
祉
課
へ
予
・

市政だより昭和56年4 月1日－19

Ｍ
Ｏ
。
Ｍ
ｐ
―
Ｍ
μ
―
Ｍ
″
ｌ
ｐ

市民部生活課

き23－6 4 92参・市民相談｀曳

S

tl

市民相談係では、つぎのような相談を行っております。お気

軽にご相談ください。

毎日行っている相談戸日剛1.｀Ml nト昌:昌:沿aJ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

W?

４ｙてJ?,.,^^^^^'

哨≒t:

く
だ
さ
い
。

ま
せ
ん
。

　
　
●

当
日
の
受
付
は
い
た
し

　
そ
の
他
　
診
察
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
【
岡
崎
市
】

　
経
営
相
談
　
４
月
９
日
（
木
）
午

後
１
時
～
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）

　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
‐
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

名　称 ゛内　　　　　　　　容，

一
行政相談 市政に対する片情・要望・意見・相談・問介せ

生活柵談 日常生活から生じるいろいろな困'Jごとの川談

交通事故相歌 交姐事故の鵬償問題､保険請求１続き、･i破の皿めし辱の川談

高齢者職業相談 55歳以上、65歳未満のかたの求人・求職の相談と紹介

(午後川卜'1 剛特別の日に行っている相談

　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
1
6
2
1
4

　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
法
律
相
談
　
４
月
８
日
・
2
0
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
庫
は
４
月
2
4
日
、
商
工
中
金
は
４

月
1
0
日
の
各
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
発
明
相
談
　
４
月
３
日
・
1
7
日

午
後
１
時
～
５
時

　
税
務
相
談
　
４
月
６
日
・
1
3
日
・

2
0
日
・
2
7
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
経
営
相
談
　
４
月
７
日
　
午
後
１

時
～
５
時

　
労
務
相
談
　
４
月
４
日
・
1
8
日

午
前
９
時
～
正
午

名　　称 相咬日 内　　　　容 相談員

心配ごと一人曝相談 ぃ21
B

K権問題・心配ごと・悩みご

とや近隣のしめこと辱のfll談
人位擁直を八

困l)ごと・行政柑談個詔
国・公朴・県・it/の行政に対

する苦tl'l-要望一,Q:兇■ t|談
行政相談mi

法　律相談
仁口二

Ｊ雑

５月1認

法障刺1'1家による相談

契約書辱の資料があればご外

参ください

介　護　|･

税金相談 ４月９日 国税・地力脱斗帆金のm談 脱　I'l.i.

住宅金駁公庫

融　資柑談 個椙匯宅金融公庫の融資川駿
ｆi七令融.公庫

｜　以　□

登　記相談 ４月９日 嗇記に関する川談
･■I法,'f I;

.I廸家哩調舟十

建　築柑談 ４月15日
世築基準法の知識、設計など

斤まいつくりの川戚
世　築　¶･

.i!i|量殷計相談 4 月23日
土地川ii; ■地則＼一弥等の測祓

Ⅲ譲
測　･･A　I:

※棚談は。すべて無料･ 秘密です。

※市民棚談係は、市役所正ifii (束口）人ってﾉ;li!ijです、

　
　
　
　
●

　
下
請
斡
旋
相
談
　
４
月
９
日
　
午

前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
４
月
1
7
日
　
午

後
１
時
Ｉ
５
時

- ゜
ヱぷ．ﾆ；

-^-
Ｚ．－ぷｌぷＳｊ-・．-；

ぷ-ｉ．
Ｚ-２こｰぷｉ-Ｓ，２１１ＳＩﾐＺ・ﾐＺＺｌｔｔ｀ｉ=’

－　－－－　－ - － - －- 一 一

▼
加
藤
侑
（
美
八
‥
町
）
▼
城
南
小
学

校
第
４
回
卒
業
生
保
護
者
一
同
▼
細

川
学
区
総
代
会
▼
井
田
小
学
校
第
3
0

回
卒
業
生
保
護
者
一
同
▼
昭
和
5
5
年

度
本
宿
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
第
3
4
回
本

宿
小
学
校
卒
業
生
深
護
者
一
同
▼
百

々
保
育
園
母
の
会
▼
沢
作
西
保
育
園

ほ
の
会
▼
山
中
保
育
園
母
の
会
▼
奈

良
井
傑
育
園
母
の
会
▼
山
岸
泰
治
（
伊

貿
町
）
▼
閻
崎
板
企
工
業
組
人
‐
▼
雨

木
柚
‥
三
郎
（
松
本
町
）
▼
村
Ｌ
浩
也

　
（
鴨
田
南
町
）
▼
岡
崎
葵
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
▼
い
‥
へ
印
北
学
区
総
代
会
▼

芙
沌
繊
維
㈱
▼
叩
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Λ

▼
野
本
要
一
　
（
旺
町
）
▼
吉
見
良
房

　
（
Ｍ
寿
町
）
▼
轍
‐
本
視
聴
覚
教
材

セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
中
央
区
）
▼
細

川
小
学
校
第
8
9
回
卒
業
生
保
護
者
一

同
▼
鈴
木
皿
治
（
幡
豆
郡
一
色
町
）

▼
服
部
以
弘
（
岩
津
町
）
▼
岩
津
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
簡
易
保
険
団
体
▼
岩
津

小
学
校
ぶ
１
０
３
回
卒
業
生
保
護
者

一
同
▼
岡
崎
小
学
校
第
3
4
回
卒
業
生

保
護
者
一
同
▼
㈱
正
文
館
書
店
▼
美

介
小
学
佼
第
3
　
4
回
卒
業
生
保
護
者
一

同
▼
根
石
保
育
園
父
母
の
会
▼
竜
谷

保
育
園
母
の
会

肴
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
城
西
高
等
学
校
３
年
▼
石
川
輝
夫

　
（
元
能
見
町
）
▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
▼
近
藤
英
子
（
戸
崎
町
）

▼
城
西
高
等
学
校
３
年
Ｈ
組
▼
日
名

中
町
子
ど
も
会
▼
原
田
力
（
伊
賀
町
）

▼
近
藤
弥
（
柿
田
町
）
▼
野
田
景
治

　
（
明
大
寺
町
）

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
六
ッ
笑
北
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
岡

崎
竜
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
東
レ

㈱
岡
崎
工
場
従
業
貝
一
同
▼
岡
崎
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
山
中
小
学
校
１

０
０
周
年
記
念
嘔
藻
実
行
委
貝
会
▼

葵
中
学
校
第
3
　
1
回
や
硲
唯
父
兄
一
同

　
正
し
い
判
断
で

　
　
　
　
明
る
い
生
活
を

　
今
月
か
ら
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
日
を
従
前
の
月
４
回
を
、
月
５

回
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
複
雛
多
様
化
し
て
い
る
日

常
生
活
の
な
か
で
。
紛
争
が
起
き
そ

う
な
と
き
、
又
は
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
、
法
律
で
は
ど
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
正
し
い

判
断
で
物
事
に
当
た
り
た
い
。
と
思

う
人
々
が
年
々
増
加
し
て
き
て
い
る

こ
と
に
対
処
す
る
た
め
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
、
明
る
い
日
常
生
活
を

営
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
法
律
相
談

以
外
に
も
、
上
記
の
相
談
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
ル
ー

ル
を
正
し
く
守
る
こ
と
が
交
通
事
故

減
少
の
定
着
化
を
図
る
上
で
最
も
大

切
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
交
通
に

不
慣
れ
な
新
人
学
（
園
）
児
へ
の
交

通
ル
ー
ル
の
し
つ
け
と
、
障
害
者
の

か
た
が
た
に
対
し
愛
の
ひ
と
声
巡
動

等
の
ぽ
護
活
助
を
推
進
す
る
と
と
も

常

ベ
ル
ト
」
、

は
ゆ
っ
く
ｎ

ま
し
ょ
う
。

「
巾
こ
乖
っ
た
ら
シ
ー
ト

　
「
車
を
運
転
す
る
と
き

ご
の
枡
神
を
身
に
つ
け

R新入学(園)児や障害者のかたがたの

　交通事故をなくそう

(簾)自動車に乗るときぱシートベルト

　を締めよう

R車を運転するときぱゆっくり”走ろう

公
害
交
通
課
交
通
安
全
係

／
　
昔
2
3
　
6
2
3
８

⑤轄)②圓⑩

r市民交通傷害保険』に
加入しましょう//　ﾉ

　
自
分
が
嘔
故
に
あ
う
ま
で
、
交
通

事
故
を
他
人
ご
と
と
し
か
思
え
な
い

…
…
ふ
ゝ
れ
か
こ
わ
い
の
で
す
、
交
通

■
･
*
≫
故
か
ら
身
を
守
る
の
は
あ
な
た
自

身
で
す
。

　
t
)
の
保
険
は
-
ｆ
ｉ
ｒ
3
0
‐
で
満
間

に
な
り
ま
才
　
ま
た
、
年
齢
に
制
限

は
な
く
、
零
巌
児
か
ら
加
人
で
き
ま

す
。
　
保
険
料
　
―
人
３
６
０
円
（
年
額
）

た
だ
し
、
生
活
保
駿
世
帯
、
身
体
障

●

ゝ

害
嗇
１
帳
所
持
噺
又
は
療
育
手
帳
所

持
嗇
、
遺
児
手
４
;
i
i
受
給
児
、
7
0
政
以

上
の
名
人
は
１
８
０
円
で
す
。

　
保
険
期
間
　
５
Ｈ
１
口
～
昭
和
5
7

年
4
U
3
0
‐

　
申
込
み
　
各
町
総
代
の
皆
さ
ん
に

加
人
収
り
ま
と
め
を
依
頼
し
て
あ
り

ま
す
が
、
公
害
交
通
課
又
は
各
支
所

で
も
受
付
け
ま
す
の
で
、
ロ
ト
目
に
巾

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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